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、

さりげなく自己主張する知的エレガンス。
〈リザ･ サロン> は､ 素敵な杵こなしを通して

これからの女性の' 陰方をはばひろく提案いたします。
神ノ『の洗練された感光をベースにしたファッションスペース

〈リザ･ サロン> へぜひお出かけください。

全国リザ･ サロンノのご案内

蕊i:聴静ioII
神戸市中央区三宮町1 - 9 - 1 三宮センタープラザ3 階ＴＥＬＯ７８( 3 9 1 ) 6 8 0 6

札幌･ 仙台･ 水戸･ 勝田･ 所沢･ 船橋･ 東京･ 川崎横浜･ 静岡･ 名古屋･ 京都･ 大阪･ 神戸･ 岡山･ 広島･ 松山･ 北九州･ 大分･ 熊本･ 宮崎･ 鹿児島｡ j 中釘
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〆

リンクスの売り物はエレガンス。ところは浪漫通｡ 元町です６

港1 1 1 1 ~ ･ 神ﾉ 『の浪漫を今も感じさせる街、元町。リンクス〃は、
こんな業晴しいﾉ ６町にオープンできて大感激ですb ぜひお仲
間に入れてくだきい。ところて､ 執リンクス〃の売り物はエレガン
ス。そうJ 亡町にぴったりなのです。もちろんファッションの店で
すから服には' ' 1 伝があります。とくに大きなサイズなら､ もう大自
佑です。ぜひ‐度ご' 覧においでください。

リンクスのサイズはあなたにジャストフィッ卜｡ 1 1 , 1 2 1 3 , 1 5 , 1 7 号と幅広い展開です』
し

，

選
ﾘ ンクス

、
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1，延乞田

『選霧Ｉ‐

:了可

－Ｆ■

雛蕊騨漁

灘 ‘"プニ雲

〃

＜事> 神戸風月堂
本社神戸市中央区元町通3丁目3-10念(078)§蒜;：

贋診

写二匡寅一

まわりがセピア色に染まる季節｡ 秋の味覚に代表される品格ある新栗の登場です｡ 神戸風月堂のマロングラッセ
は世界で最も品質の良い日本の栗だけを使いました｡ だからこの秋とりたての新架ということを強調できるのです。
まるやかな甘さと､ コクのある風味｡ まさに最高級の銘菓です。

、

凸
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計 邸 勝 一 単 啓 司 剛 冨 詣 薩 陛 （

ｕ ｑ 別 別 半 噌 叫

Ｈ デ 山 Ｖ 域 ｓ 諏 曾 圏 『

苔 Ⅶ ｓ 国 鯨 圏 誕 苗 渇 き 皿

廿 計 で ｓ 鋪 抑 ・ 判 卵 惚 凹

霞 強 、 別 創 鞭 ・ 理 犀 圃 坐

嚇 旧 哩 時 当 目 、 姻 口 郡 迂

ｎ Ｊ ２ 累 舜 黙 切 、 湖 ユ

苦 葺 料 詳 勤 （ 州 ｓ 圏 ） 雨

湖 田 世 汁 Ａ Ｙ 脅 匝 脚 Ｉ 竺

蛸 さ Ｖ 、 死 － Ｖ 芯 Ⅶ ｕ Ⅶ

君 Ⅶ デ ー 野 寺 副 司 ・ 竜 ｖ 山 』

芯 Ⅶ 齢 韻 猷 Ｊ ｕ 副 こ ぐ 皿
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翻 囲 Ｓ ｃ 似 寅 一 弧 、 回 斗 争

悶 弔 卿 Ｉ 升 、
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唾 恥 ご ｓ 芽 、 ＃ 劉 学
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珊 議 、 今 藩 誕 桶

鳶 卦 Ｙ 天 卦 員 Ｉ 、 胸 別 守 噌 申 叫 哩 、 号 》 ひ 苫 、 、 山 １ 口 噌 易 弗 誹 〈 、 目 茸 包

む 苓 刺 Ｊ 蝋 ・ 里 関 賀 笥 母 儲 蜘 ・ 汁 娼 喜 Ⅱ

冨 計 猷 騰 ラ 、 芯 刊 冨 詣 薩 陛 ｓ 恥 ・ 測 鹸 端 矛

読 ｕ ｑ 別 別 斗 噌 叫

冨 Ｈ デ 山 Ｖ 域 ｓ 諏 曾 圏 到 替 輔

冨 苔 Ⅶ ｓ 国 鯨 ９ Ｎ 』 苗 渇 き 升 嬰

圏 廿 計 で ｓ 鋪 抑 、 判 卵 惚 凹

望 霞 強 沌 別 創 鞭 ・ 理 犀 圃 諾 ◇ 三 桂 誤 引

塁 嚇 旧 哩 時 当 目 、 姻 口 雛 禰

器 ｎ Ｊ 久 累 舜 黙 印 、 湖 帥 判

遥 苦 葺 料 涛 誹 （ 州 ｓ 圏 ） 雨
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急 恭 さ Ｖ 見 － Ｖ 芯 Ⅶ ｕ Ⅶ Ｖ 冗 矧 悪 竺 寺 印 洋 昧 報 両 蔀 庄 ぽ ぺ 奔 。

馬 君 Ⅶ デ ー 野 寺 副 司 ・ 上 呼 山 ｖ ｕ Ｈ 剤

芯 Ⅶ 齢 論 猷 Ｊ ｕ 副 こ ぐ 山 Ｖ ｕ Ｈ 割 。 豊

工 亡 室 シ ｚ ◇ ｒ ｚ ｍ ｏ ｏ 刀 、 ア 弐 一 く 、
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望 歳 遡 競 寺 ・ 廷 予 噛 さ ｉ 半 ぞ
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騒 弔 卿 Ｉ 升 渓 ｓ 恥

菖 六 ○ 画 、 こ く 言 の 『 ｏ 言 Ｏ 刀 刀 Ｏ 乏 一 隅 騨 恥 芯 Ⅶ Ｊ 刑 ｓ 叩 博 隠 璽 雌 』

諸 唾 恥 ご ｓ 芽 蕊 Ｌ ＃ 劉 学

蚤 冨 配 耕 餅 贈 紳 州 隔 淫 帥 「 鮒 峡 庁 時 皿 、 収 ｓ 圏 穆 獣 Ｊ 醐 牛 ｖ 仙 猷 久 一 皿 』

討 叫 笥 唾 糟 山 ｖ ｘ 弗 遥 テ■ ●

塁 ｚ ｎ ｃ 同 ｚ Ｏ ｐ ｍ ヨ ァ 刀 ｏ 工 同 ｚ 画 一 、 恩 黙 詞 扇 制

覇 齢 Ｊ 硝 夢 ｓ 工 く Ｏ Ｄ Ｃ ・ ミ ァ ｒ 云 冒 ４ Ｖ 吐 ・ 酬 藷 帥

葛 今 Ｅ 劃 胞 州 ｓ 儲 昂 労 甑 ｘ Ｏ ｍ ｍ 抑 ぺ 駁 か 謡 、 、 詞 蝕 辿 ． Ｔ ｌ Ｊ Ｎ 男 色 Ｉ 山 南 諺

霊 、 く 、 ｚ 『 ・ 一 ｚ 夫 ０ ｍ ｍ 君 Ⅶ 託 ｌ テ 剤 へ Ⅶ ｖ 宏 行 ｕ 卿 州 銑 一 」 ｘ 蹄 瞬 極 小
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垂 学 び Ｊ 伊 香 ・ 夷 Ｊ く ち 、 勤 評 三 取 沸

詩 天 ０ ｍ ｍ 言 Ｏ ｏ ｎ 刀 ｚ ○ 仁 ｒ 『 仁 刀 何
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鱗譲瞬

１
２９
１

私
は
、
本
来
専
門
は
化
学
な
の
で
す
が
、
音
楽
マ
ニ
ア
が
昂
じ

て
、
オ
ー
デ
ィ
オ
に
二
十
年
ば
か
り
熱
を
上
げ
、
そ
れ
か
ら
オ
ル

ガ
ン
作
り
に
転
じ
、
現
在
は
調
律
の
研
究
を
主
に
や
っ
て
い
ま

す
。音

楽
と
い
う
の
は
、
昔
は
幾
何
学
、
算
術
、
天
文
学
と
と
も
に

理
科
学
系
列
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
物
理
学
者

が
調
律
法
を
生
み
出
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
か

ら
、
科
学
史
の
切
れ
目
と
音
楽
史
の
切
れ
目
が
一
致
す
る
と
い
う

興
味
深
い
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

最
近
あ
る
楽
器
メ
ー
カ
ー
で
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
換
え
る
だ
け

で
音
律
の
違
い
を
弾
き
分
け
ら
れ
る
便
利
な
機
械
が
製
作
さ
れ
、

音
楽
の
根
本
で
あ
る
音
律
の
問
題
、
調
律
法
な
ど
が
改
め
て
考
え

直
さ
れ
る
時
期
が
来
た
と
い
え
ま
す
。

私
は
か
ね
て
か
ら
、
こ
う
い
っ
た
音
楽
の
基
礎
が
研
究
で
き
、

一
般
の
方
々
に
音
楽
を
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
〃
音
楽
博
物
館
″

と
い
う
も
の
が
神
戸
に
欲
し
い
と
思
っ
て
来
ま
し
た
。
。

神
戸
は
、
音
楽
に
は
縁
の
深
い
土
地
で
す
。
須
磨
の
一
弦
琴
を

は
じ
め
、
宮
城
道
雄
、
田
中
正
平
、
と
い
っ
た
音
楽
史
に
大
き
な

位
置
を
占
め
る
方
々
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
神
戸
に

音
楽
博
物
館
が
出
来
た
ら
、
ま
ず
、
神
戸
出
身
、
あ
る
い
は
ゆ
か

り
の
音
楽
家
の
リ
ス
ト
を
整
備
す
る
。
そ
し
て
個
人
的
に
所
蔵
し

て
い
る
音
楽
関
係
資
料
、
楽
器
な
ど
を
寄
託
し
て
い
た
だ
き
、
一

括
所
蔵
す
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
を
、
音
を
出
せ
る
状
態
で
陳
列
す

る
。
ま
た
、
海
外
の
民
族
楽
器
な
ど
も
随
時
つ
け
加
え
て
い
っ
て

も
良
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
博
物
館
内
に
小
ホ
ー
ル
を
設
け

て
、
音
律
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
い
た
り
、
発

掘
さ
れ
た
楽
器
、
い
ろ
い
ろ
な
調
律
法
に
よ
る
楽
器
を
使
っ
て
、

実
験
的
な
音
楽
会
を
や
っ
て
み
る
こ
と
も
、
博
物
館
の
存
在
を
さ

ら
に
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

場
所
と
し
て
は
、
以
前
考
古
学
博
物
館
が
あ
っ
た
須
磨
離
宮
公

園
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
あ
そ
こ
な
ら
ば
、
神
戸
フ
ィ
ル
や
室
内

楽
奏
団
の
よ
う
な
大
規
模
な
演
奏
会
も
、
公
園
の
中
で
出
来
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
持
っ
た
、
神
戸
の
音
楽
活
動

の
拠
点
と
な
り
得
る
音
楽
博
物
館
を
、
ぜ
ひ
建
て
た
い
で
す
ね
。

平
島
達
司

〈
“
鐸
識
害
塗
雛
拝
雲
教
授
〉

神
戸
の
音
楽
活
動

の
拠
点
と
な
る

音
楽
博
物
館
を

☆
私
の
意
見

簿灘

壷iＩ

篭齢
鶏
籍
鵜

鴬
題
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おのみものとスナック

１１階名種ビーﾙ…………¥650～
☆time＝20:00～スコッチウイスキー･･¥800～

2 2 :３０アメリカーノ…………￥8 0 0
アレキサンダー･ ･ ･ …￥1 , 3 0 0
各種カクテル………￥8 0 0 ～
ガーリックトースト…￥６００
セロリースティック…￥６００

戸オリエンタルホエンタノ テル
神戸市中央区京町2 5 番
ＴＥＬＯ７８(331)8111１

地

溌雰鷲鴬鑓蕊．

秋と冬のすき間のひととき
熱いコーヒーとバター風味豊かな
ハイデザントで過ごす。
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ｺ テハイム
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想
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
紫
水
晶
に
酔

い
を
防
ぐ
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い

て
、
お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
い
つ
も
身

に
付
け
て
い
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
石
を
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
ア
メ
ジ
ス

ト
、
脚
（
無
い
）
＋
甘
の
普
滞
（
酔
う
）
＋

庁
（
も
の
）
と
名
付
け
た
の
で
す
。
最

近
、
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
、
四
日
？

汁
ど
の
胃
侭
の
具
（
酔
わ
な
い
薬
）
な
る

も
の
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
、

必
要
が
あ
っ
て
の
発
明
で
し
ょ
う
が
、

何
の
た
め
に
お
酒
を
飲
む
の
か
わ
か
ら 蕊濁曇舞射矯

１
３１
１

に
、
ワ
イ
ン
と
成
人
病
の
関
係
を
真
剣

に
研
究
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
心
臓
病
、
こ
と

に
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
と
い
え
ば
、
欧

米
で
は
死
因
の
ト
ッ
プ
、
わ
が
国
に
あ

っ
て
も
ナ
ン
バ
ー
・
ス
リ
ー
に
位
す
る

成
人
病
の
重
鎮
。
こ
れ
が
ワ
イ
ン
に
よ

っ
て
予
防
で
き
そ
う
だ
と
い
う
の
で

す
。
ワ
イ
ン
好
き
の
熟
年
に
は
、
た
ま

ら
な
く
愉
快
な
話
。
専
門
誌
冒
月
ｇ

に
寄
せ
た
彼
ら
の
論
文
に
よ
る
と
、
先

進
工
業
諸
国
で
は
年
間
一
人
当
た
り
の

ワ
イ
ン
消
費
量
と
、
五
十
五
歳
か
ら
六

十
四
歳
の
男
性
の
心
臓
病
に
よ
る
死
亡

率
は
、
み
ご
と
に
逆
比
例
し
て
い
る
の

で
す
。
ワ
イ
ン
最
多
消
費
国
の
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
で
は
こ
の
種
の
死
亡
率

は
最
低
で
、
消
費
量
の
少
な
い
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
最
高

の
死
亡
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ワ
イ
ン
と
と
も
に
成
人
病
予
防
に
励
む
人
達

ワ
イ
ン
と
成
人
病

高
石
務

八
高
石
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
学
博
士
Ｖ

随

忠生カツ

な
く
な
り
そ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、

古
今
東
西
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
の
お
付
き

合
い
に
は
、
と
か
く
苦
労
し
て
き
た
よ

う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
人
の
健
康
と
ワ
イ
ン
に

ま
つ
わ
る
格
言
や
言
い
伝
え
の
類
い
は

数
多
く
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
六
○
○

年
も
苦
の
こ
と
、
大
司
教
さ
ま
の
生
命

を
救
っ
た
モ
ー
ゼ
ル
の
名
酒
、
ベ
ル
ン

カ
ス
テ
ラ
ー
・
ド
ク
ト
ー
ル
の
こ
と
は

多
く
の
人
の
知
る
と
こ
ろ
。
と
こ
ろ
が
、

〃
ド
ク
ト
ー
ル
″
の
隣
の
畑
か
ら
採
れ

る
〃
墓
場
″
と
い
う
名
の
、
こ
れ
ま
た
美

味
な
る
ワ
イ
ン
の
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
い
か
に
も
ド
イ

ツ
人
ら
し
い
無
骨
な
ユ
ー
モ
ア
が
ほ
ほ

笑
ま
し
い
。
ワ
イ
ン
と
は
、
ま
さ
に
生

と
死
を
さ
迷
う
が
如
き
飲
み
も
の
な
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

時
は
移
っ
て
現
代
。
言
い
伝
え
に
代

っ
て
科
学
の
メ
ス
が
入
り
ま
す
。
こ
こ

上尾卜／
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喫
茶
店
で
小
泉
女
史
と
出
会
い
こ
の
話

を
し
た
所
「
鍋
島
さ
ん
ジ
ャ
ズ
と
ス
ポ

ー
ツ
と
題
し
て
何
か
書
い
て
よ
」
と
言

わ
れ
一
瞬
戸
惑
っ
た
が
、
プ
ロ
の
ジ
ャ

ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
信
条
と
し
、
若

い
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
も
ス
ポ
ー
ツ
を

や
る
こ
と
を
奨
め
て
い
る
こ
と
も
あ
っ

て
、
お
こ
が
ま
し
い
と
思
っ
た
が
お
受

け
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
し
た
。

昭
和
八
年
東
京
麹
町
の
私
立
暁
星
小

学
校
で
秋
の
運
動
会
が
行
わ
れ
僕
も
出

場
徒
歩
競
走
で
一
着
に
な
っ
た
。
子
供

心
に
こ
の
時
か
ら
「
俺
は
皆
よ
り
速
い

ん
だ
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
以
来
走

る
こ
と
が
好
き
に
な
っ
た
。

ま
た
、
ち
ょ
う
ど
小
学
校
に
入
っ
た

頃
か
ら
両
親
が
僕
に
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

習
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
僕
の
音
楽
と
ス

ポ
ー
ツ
と
の
出
合
い
で
あ
る
。
中
学
に

進
ん
で
か
ら
そ
れ
迄
あ
ま
り
気
乗
り
の

し
な
か
っ
た
音
楽
が
好
き
に
な
り
、
こ

の
頃
か
ら
ピ
ア
ノ
も
や
る
よ
う
に
な
り

戦
後
ジ
ャ
ズ
に
移
っ
て
行
っ
た
。
こ
の

辺
の
事
は
機
会
が
あ
っ
た
ら
又
別
に
述

べ
た
い
と
思
う
。
僕
の
母
方
の
伯
父
に

高
木
正
行
と
い
う
人
が
い
る
。
大
正
十

１
３２
１

1 0 0 ｍを1 3 秒でゴールを切る筆者

年
か
ら
昭
和
二
年
迄
の
間
の
日
本
の
代

表
的
ス
プ
リ
ン
タ
ー
で
十
秒
三
の
記
録

を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
無
類
の
ジ
ャ

ズ
好
き
で
、
僕
は
こ
の
伯
父
の
影
響
大

な
る
所
が
あ
り
尊
敬
し
て
い
る
。
娘
の

結
婚
式
に
は
僕
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
ジ
ャ
ズ
を
歌
っ
て
く
れ
た
。

カ
ク
シ
ヤ
ク

現
在
八
十
歳
で
な
お
隻
鎌
、
東
京
に
住

ん
で
い
る
が
、
僕
は
こ
の
伯
父
夫
妻
に

会
い
に
行
く
の
が
楽
し
み
の
一
つ
だ
。

ス
ポ
ー
ツ
は
、
厳
然
と
し
た
ル
ー
ル

の
上
で
行
わ
れ
る
。
ジ
ャ
ズ
に
も
和
声

学
上
の
絶
対
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
そ
し

て
何
と
言
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
も
ジ
ャ
ズ

も
素
晴
し
い
リ
ズ
ム
が
物
を
言
う
。
そ

し
て
両
者
と
も
美
し
い
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
美
の
象
徴
で
あ
り
美
し
い
ジ
ャ
ズ

は
人
の
心
を
捕
え
る
。
体
操
の
種
目
に

よ
っ
て
ジ
ャ
ズ
を
取
入
れ
て
い
る
し
、

ス
ケ
ー
ト
然
り
。
最
近
は
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
で
汗
を
流
す
人
も
多
い
。
述
べ
れ
ば

イ
ト
マ

達
が
無
い
が
。

ス
ポ
ー
ツ
も
ジ
ャ
ズ
も
多
様
化
し
て

華
や
か
に
な
っ
て
行
く
だ
ろ
う
が
、
僕

は
手
が
動
か
な
く
な
る
迄
ピ
ア
ノ
・
ヴ

ァ
イ
ブ
を
弾
き
た
い
し
、
足
が
動
か
な

く
な
る
ま
で
走
り
た
い
。

「
オ
ラ
ン
ダ
人
は

日
本
酒
が
好
き
」

川
池
勝
志

八
神
戸
市
経
済
局
貿
易
観
光
課
長
Ｖ

ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
剛
オ

こ
の
論
文
は
、
単
に
統
計
学
的
な
関
係

が
論
じ
ら
れ
た
だ
け
で
、
因
果
関
係
の

証
明
が
な
い
の
が
最
大
の
欠
点
で
す
。

彼
ら
は
こ
の
点
を
素
直
に
認
め
つ
つ
、

さ
す
が
は
ジ
ョ
ン
ブ
ル
魂
、
そ
の
要
因

が
ア
ル
コ
ー
ル
に
あ
る
の
か
、
ワ
イ
ン

副
成
分
（
香
気
成
分
や
微
量
元
素
）
に

あ
る
の
か
を
徹
底
的
に
追
求
す
る
と
い

い
、
加
え
て
白
ワ
イ
ン
と
赤
ワ
イ
ン
の

ど
ち
ら
が
と
く
に
効
く
か
と
い
う
重
要

な
問
題
も
未
解
決
の
ま
ま
に
し
て
お
く

わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
、
と
意
気
ま
す
ま
す

軒
昂
。神

戸
ワ
イ
ン
が
い
よ
い
よ
出
荷
と
き

き
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
ワ
イ
ン
と
成

人
病
の
研
究
に
協
力
し
て
み
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
飲
み
過
ぎ

は
困
り
ま
す
。
心
臓
病
は
防
げ
て
も
肝

硬
変
に
な
ら
ず
に
す
む
道
は
、
ま
だ
開

か
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

神
戸
新
聞
イ
イ
ミ
ミ
医
療
相
談
よ
り
。
通
話
の

医
学
」
Ｉ
成
人
編
Ｉ
（
高
石
務
著
）
を
、
愛
読
者
先

着
釦
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

こ
の
本
は
、
神
戸
新
聞
イ
イ
ミ
ミ
「
キ
ッ
ク
局
Ｉ

育
児
・
医
療
相
談
」
と
し
て
掲
戦
さ
れ
た
記
諏
を
ま

と
め
た
も
の
で
、
的
確
に
病
気
の
症
状
を
と
ら
え
、

わ
か
り
や
す
い
文
章
で
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
、
電
話
を
記
入
の

上
、
神
戸
っ
子
編
集
室
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

ジ
ャ
ズ
と
ス
ポ
ー
ツ

鍋
烏
直
和

八
ピ
ア
ニ
ス
ト
Ｖ

さ
る
九
月
二
日
に
行
わ
れ
た
兵
庫
県

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
Ｍ

五
五
ク
ラ
ス
一
○
○
米
で
運
良
く
優
勝

す
る
こ
と
が
出
来
た
。
先
日
三
の
宮
の
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上／オランダでも灘の樽酒は好評でした
下／升酒で乾杯の音頭を（升酒を手に、左／土井芳子

会長、左から２番目筆者）

ラ
ン
ダ
と
日
本
の
友
好
の
歴
史
は
古

い
。
一
六
○
九
年
、
オ
ラ
ン
ダ
船
が
平

戸
に
入
港
、
商
館
を
設
立
し
日
蘭
貿
易

が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
今

年
七
月
か
ら
約
五
カ
月
に
わ
た
っ
て
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
市
が
「
日
本
。
オ
ラ
ン

ダ
通
商
三
七
五
年
記
念
、
総
合
日
本
展

（
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
狐
）
」

を
「
極
（
き
わ
み
）
」
の
テ
ー
マ
の
も
と

開
催
し
た
。

そ
の
な
か
で
、
八
月
一
日
か
ら
十
九

日
ま
で
「
日
本
文
化
週
間
」
が
設
け
ら

れ
、
凧
展
、
盆
栽
展
な
ど
日
本
各
地
の

参
加
の
な
か
で
、
神
戸
市
に
も
出
展
要

請
が
あ
っ
た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
と
は

一
九
六
七
年
以
来
姉
妹
港
で
あ
り
、
神

戸
市
の
紹
介
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の

Ｐ
。
Ｒ
と
あ
わ
せ
て
、
灘
五
郷
酒
造
組

合
と
と
も
に
日
本
酒
を
出
展
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

ま
た
神
戸
市
婦
人
文
化
協
会
（
土
井

芳
子
会
長
）
は
親
善
使
節
団
五
十
五
名

3３

を
派
遣
し
た
。

会
場
は
市
の
中
心
部
の
広
大
な
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
で
、
白
鶴
、
沢
の

鶴
、
大
関
、
辰
馬
本
家
、
宝
、
お
よ
び

大
倉
の
六
酒
造
メ
ー
カ
ー
が
参
加
し

た
。
各
社
こ
も
か
ぶ
り
を
は
じ
め
大
量

の
酒
を
も
ち
込
ん
だ
。
酒
の
製
造
工
程

パ
ネ
ル
を
始
め
、
試
飲
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
た
。
日
本
酒
は
世
界
で
も
数
少
な
い

か
ん
し
ゆ
か
ん
き

畑
を
し
て
飲
む
酒
で
あ
り
、
酒
畑
器
も

用
意
。テ

ー
プ
カ
ッ
ト
と
同
時
に
、
樽
か
ら

桝
酒
を
ふ
る
ま
っ
た
。
畑
を
し
た
酒
に

も
人
々
が
群
が
り
お
か
き
を
か
じ
り
な

が
ら
何
杯
も
お
か
わ
り
す
る
人
も
多
か

っ
た
。
し
か
し
彼
等
は
酔
っ
ぱ
ら
う
こ

と
は
し
な
い
、
平
然
と
し
て
い
る
の

は
、
民
族
の
体
格
の
差
か
。

「
ど
こ
で
買
え
る
」
「
わ
け
て
ほ
し

い
」
「
値
段
は
」
な
ど
な
ど
問
い
合
せ

が
多
く
、
奮
闘
し
た
酒
造
組
合
の
美
里

さ
ん
の
話
で
は
、
灘
の
酒
の
輸
出
は
だ

ん
だ
ん
増
え
て
い
る
と
は
い
え
、
生
産

量
の
わ
ず
か
０
．
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
し

か
も
ア
メ
リ
カ
ヘ
が
そ
の
う
ち
の
七
○

パ
ー
セ
ン
ト
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
微
々
た

る
も
の
。
原
因
の
一
つ
に
は
や
は
り
値

段
が
日
本
の
一
一
。
五
倍
ぐ
ら
い
に
な
る

こ
と
だ
。

日
闇
友
好
の
た
め
に
神
戸
デ
ー
を
開

い
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
シ
ン
エ
ー

フ
ー
ズ
が
店
を
も
っ
て
お
り
田
中
社
長

の
陣
頭
指
揮
で
和
食
中
心
の
パ
ー
テ
ィ

が
で
き
、
オ
ラ
ン
ダ
側
か
ら
喜
ば
れ

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
民
踊
や
空
手

も
好
評
で
あ
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
は
、
九
州
と
同
じ
く
ら
い

の
面
積
だ
が
国
が
低
地
の
平
原
で
、
そ

の
四
分
の
一
は
海
面
下
に
あ
る
。
オ
ラ

ン
ダ
人
が
数
世
紀
に
わ
た
る
水
と
の
闘

い
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
国
で
あ
る
。
生

活
水
準
は
世
界
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
あ
っ

て
も
、
生
活
態
度
は
質
素
で
ダ
ッ
チ
カ

ウ
ン
ト
（
割
り
勘
）
と
い
う
よ
う
に
見

栄
を
は
る
こ
と
が
な
い
。
ま
た
堤
防
で

守
ら
れ
た
国
だ
け
に
戦
争
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
と
同
じ
平
和

愛
好
国
民
で
あ
る
。
ま
た
物
価
も
安

く
、
治
安
も
良
い
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や

風
車
だ
け
で
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
生
活

し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ゆ
っ
く
り
散

策
し
た
い
国
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て

も
っ
と
お
互
い
に
理
解
を
深
め
る
必
要

の
あ
る
国
で
も
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
に
酒

で
乾
杯
″
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も
っ
と
も
、
動
物
に
対
す
る
感
覚
は
民
族
に
よ
っ
て
か

な
り
違
う
も
の
ら
し
い
。
そ
れ
を
痛
感
し
た
の
は
、
こ
の

大
陸
の
北
東
部
に
あ
る
ブ
リ
ズ
ベ
ー
ン
と
い
う
町
で
の
こ

と
だ
っ
た
。
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
州
都
で
あ
る
。
年

一
回
恒
例
の
農
産
物
展
示
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
か

で
、
ホ
テ
ル
は
見
る
か
ら
に
健
康
そ
う
な
農
場
主
た
ち
で

い
っ
ぱ
い
。
み
ん
な
陽
気
で
人
が
い
い
。
そ
れ
は
と
も
か

く
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
イ
に
頑
丈
な
椎
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、

牛
が
一
頭
陳
列
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。

樵
に
標
札
が
つ
い
て
い
て
、
ロ
○
口
》
＃
○
口
目
ぴ
匡
詳
○
○
房
』

（
ケ
シ
に
さ
わ
る
な
／
）
と
書
い
て
あ
る
。
さ
す
が
は
お

国
柄
、
牛
の
お
尻
を
な
で
ま
わ
す
趣
味
の
や
つ
が
い
る
の

か
、
と
た
い
へ
ん
感
心
し
て
同
行
者
に
そ
の
話
を
し
た
ら

げ
ら
げ
ら
笑
わ
れ
た
。
よ
く
字
を
見
ろ
と
い
わ
れ
て
見
直

し
た
ら
、
正
し
く
は
ロ
○
口
》
芽
ｏ
ｐ
ｇ
ｇ
匡
○
巳
廷
（
牛
に

さ
わ
る
な
／
・
）
で
あ
り
ま
し
た
。
小
生
最
近
は
老
眼
と
乱

視
が
進
ん
で
、
と
き
ど
き
こ
ん
な
見
ま
ち
が
い
を
す
る
。

ち
な
み
に
、
ず
巳
﹈
○
烏
と
は
「
去
勢
牛
」
の
こ
と
だ
そ
う

だ
。
い
ず
れ
は
食
用
に
供
さ
れ
る
運
命
な
の
だ
ろ
う
。
そ

れ
に
し
て
も
時
期
が
悪
か
っ
た
。
折
か
ら
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ

ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
中
と
て
、
ロ
ビ
イ
で
は
テ
レ

ビ
が
つ
け
っ
ぱ
な
し
。
そ
の
ホ
テ
ル
に
は
五
晩
滞
在
し
た

の
だ
が
、
あ
わ
れ
や
こ
の
牡
牛
君
、
一
日
ご
と
に
元
気
が

な
く
な
り
、
最
後
に
は
す
っ
か
り
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
に
な

こ
の
八
月
に
三
週
間
ば
か
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
旅
行

し
て
き
た
。
一
度
行
っ
た
と
な
る
と
そ
の
土
地
に
親
し
み

を
感
じ
る
の
は
人
情
で
、
観
光
案
内
の
文
句
な
ど
も
気
に

な
っ
て
く
る
。
毎
月
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
。
カ
ー
ド
会
社
か

ら
送
っ
て
く
る
雑
誌
に
、
た
と
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が
書
い

て
あ
っ
た
。
「
今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
、
コ
ア
ラ
を
抱
け
る

フ
ェ
ザ
デ
ー
ル
・
ワ
ル
ド
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
を
コ
ー
ス
に
組

み
込
み
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
を
抱
い
て
記
念
写
真
を
撮
り
、

そ
し
て
、
コ
ア
ラ
の
飼
と
な
る
ユ
ー
カ
リ
の
木
を
記
念
植

樹
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
き
っ
と
、
コ
ア
ラ
の
国
を
旅
し

た
最
高
の
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
、
ま
あ
こ

ん
な
具
合
で
あ
る
。

別
に
い
ち
ゃ
も
ん
を
つ
け
る
つ
も
り
は
な
い
の
だ
が
、

こ
の
コ
ピ
ィ
何
と
な
く
気
に
入
ら
な
い
。
さ
き
さ
ま
で
も

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
パ
ー
ク
を
用
意
し
て
い
る
く
ら
い
だ
か

ら
、
た
し
か
に
文
句
を
い
う
筋
合
い
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

が
、
た
ま
に
は
コ
ア
ラ
の
身
に
も
な
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
。

ま
あ
カ
ワ
イ
イ
な
ん
て
い
う
の
は
人
間
の
勝
手
な
思
い
こ

み
で
、
毎
日
ダ
ッ
コ
さ
れ
る
コ
ア
ラ
の
方
は
た
ま
っ
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
聞
け
ば
、
コ
ア
ラ
は
夜
行
性
動
物

な
ん
だ
そ
う
で
、
し
て
み
れ
ば
開
園
時
間
は
貴
重
な
睡
眠

タ
イ
ム
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
も
抗
議
で
き
な
い
ほ
ど
天

性
お
と
な
し
い
動
物
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
い
つ

の
ま
に
か
観
光
資
源
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

南
半
球
の
夢

口
夢
エ
ッ
セ
イ
〈
Ⅱ
〉
□

野
口
武
彦
〈
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
〉

１
３４
１
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の
夏
に
あ
た
る
月
々
に
は
）
身
を
切
る
よ
う
な
南
風
が
は

る
か
南
極
大
陸
の
方
角
か
ら
吹
き
寄
せ
て
く
る
の
だ
か

ら
。
そ
う
は
い
っ
て
も
こ
の
八
月
、
せ
っ
か
く
整
え
て
い

っ
た
冬
仕
度
は
あ
ま
り
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
ダ
ス
タ
ー

コ
ー
ト
程
度
で
も
着
て
出
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
の
は
、

大
都
会
で
は
大
陸
最
南
端
の
メ
ル
ボ
ル
ン
ぐ
ら
い
の
も
の

だ
ろ
う
。
な
に
し
ろ
島
で
は
な
く
て
大
陸
な
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
西
海
岸
に
あ
る
百
万
都
市
パ
ー
ス
に
は
、
飛
行

機
で
ざ
っ
と
五
、
六
時
間
は
か
か
る
。
か
な
り
身
体
に
こ

た
え
る
が
、
し
か
し
現
地
で
待
ち
受
け
て
い
る
の
は
、
イ

ン
ド
洋
の
海
の
香
り
を
運
ん
で
く
る
ほ
と
ん
ど
亜
熱
帯
の

風
物
で
あ
る
。
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
雨
が
町
を
洗
い
、
湖

に
も
似
た
ス
ワ
ン
に
雄
大
な
虹
が
架
か
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
ま
だ
広
大
な
自
然
が
残
っ
て
い

る
。
旅
行
者
の
眼
か
ら
見
て
美
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
同

国
人
も
そ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
意
識
し
て
い
る
。
だ

が
、
そ
の
う
ら
や
む
べ
き
自
然
環
境
は
反
面
ま
た
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
い
ま
だ
な
お
工
業
立
国
し
き
れ
ず
に
い
る

悩
み
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
は
恵
ま
れ
た
自
然

を
こ
の
ま
ま
保
護
し
つ
づ
け
る
か
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
の

に
眼
を
つ
ぶ
っ
て
工
業
国
化
を
は
か
る
か
と
い
う
政
策
選

択
の
問
題
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
道
に
進
む
か
は
も
ち
ろ
ん

他
国
人
の
口
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
事
柄
で
は
な
い
。
し
か

し
、
北
半
球
に
住
む
人
間
が
南
半
球
に
托
す
る
夢
と
し
て

話
を
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
地
上
に
一
つ
ぐ
ら
い
は
汚
染
を

知
ら
な
い
大
陸
が
残
っ
て
い
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
が
す
る
。
全
人
口
わ
ず
か
千
五
百
万
人
の
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
は
、
ま
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の

飢
餓
も
南
米
大
陸
の
貧
困
も
知
ら
な
い
。
コ
ア
ラ
を
抱
く

の
も
け
つ
こ
う
だ
が
、
人
間
同
士
の
つ
き
あ
い
は
も
っ
と

大
切
で
あ
る
。

っ
て
い
た
。
巨
体
を
ワ
ラ
の
上
に
は
い
つ
く
ば
ら
せ
て
、

う
る
ん
だ
眼
つ
き
で
こ
ち
ら
を
見
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
を

取
り
囲
ん
で
体
重
を
あ
て
る
ク
イ
ズ
を
み
ん
な
で
や
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
人
情
は
国
ご
と
に
ち
が
う
も
の

だ
。

ア
メ
リ
カ
に
は
「
デ
ィ
ー
プ
。
サ
ウ
ス
」
（
深
南
部
）

と
呼
ば
れ
る
地
方
が
あ
る
が
、
反
対
に
こ
の
大
陸
に
は
、

「
デ
ィ
ー
プ
・
ノ
ー
ス
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
だ
そ
う

だ
。
南
の
方
が
民
度
が
高
い
と
で
も
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス

な
の
だ
ろ
う
か
。
な
に
し
ろ
こ
こ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

は
、
あ
た
た
か
い
北
風
が
吹
き
、
冬
に
は
（
つ
ま
り
日
本ハーパーブリッジを後ろにシドニイのロックで。左が筆者、右は宇沢弘文東大経済学部教授夫妻。
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ぼ
く
の
父
は
九
州
の
佐
賀
の
生
ま
れ
で
、
母
は
静
岡
県

の
伊
豆
半
島
で
生
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
子
供
で
あ
る
ぼ
く
の
兄
弟
は
す
べ
て
神
戸
生
ま
れ

で
神
戸
育
ち
で
あ
る
。

ぼ
く
の
本
籍
は
葺
合
区
二
宮
町
×
の
×
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
は
二
宮
町
で
な
く
中
央
と
い
う
ら
し
く
、
ど
う

し
て
二
宮
町
を
中
央
に
し
て
し
ま
う
の
か
残
念
な
気
が
す

る
。そ

こ
で
戦
火
に
遇
っ
て
、
今
度
は
神
戸
駅
近
く
の
裁
判

所
の
ま
ん
前
に
引
越
し
た
。
こ
こ
は
生
田
区
橘
通
と
い
っ

た
が
、
今
で
も
そ
う
呼
ぶ
の
か
ど
う
か
知
ら
な
い
。

ぼ
く
は
こ
こ
で
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
育
っ
た
。
小

学
校
は
新
神
戸
駅
近
く
に
あ
る
雲
中
小
学
校
と
い
う
鉄
筋

三
階
建
の
学
校
だ
っ
た
。
勿
論
、
そ
の
頃
は
新
神
戸
駅
な

ど
無
く
て
静
か
な
環
境
だ
っ
た
。

そ
ん
な
中
で
、
ぼ
く
は
勉
学
に
励
ん
で
云
々
と
書
き
た

い
が
、
そ
れ
が
そ
う
書
け
な
い
事
情
が
あ
る
。

今
思
え
ば
、
ぼ
く
は
小
学
生
に
し
て
食
道
楽
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
い
や
、
子
供
だ
か
ら
単
に
喰
い
意
地
が
張
っ
て

少
年
時
代

東
君
平
安
と
絵
〉

●
こ
う
べ
味
な
旅
⑤

い
た
だ
け
と
云
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ

も
、
ち
ょ
っ
と
当
ら
な
い
気
も
す
る
。

た
だ
、
腹
一
杯
何
か
を
食
べ
れ
ば
い
い
と
い
う
、
単
純

な
腹
の
持
主
で
は
な
か
っ
た
。

要
す
る
に
旨
い
物
好
き
で
、
そ
れ
さ
え
食
べ
ら
れ
れ

ば
、
今
ポ
ケ
ッ
ト
に
あ
る
お
金
を
全
部
払
っ
て
も
い
い

と
、
そ
の
時
思
っ
て
し
ま
う
子
供
だ
っ
た
。

屋
台
の
タ
コ
焼
き
が
好
き
だ
っ
た
。

東
京
な
ど
で
は
タ
コ
焼
に
ベ
タ
ベ
タ
と
ソ
ー
ス
を
塗
り

つ
け
て
食
べ
る
が
、
や
は
り
出
し
汁
で
食
べ
な
く
て
は
、

ぼ
く
な
ど
気
持
悪
く
て
い
や
だ
。
そ
の
タ
コ
焼
屋
も
気
に

入
り
の
屋
台
で
な
い
と
決
し
て
行
か
な
か
っ
た
。

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
空
腹
を
満
た
す
の
で
は
な

く
、
や
は
り
旨
い
物
を
食
べ
た
い
と
い
う
気
持
の
方
が
強

く
働
い
て
い
る
タ
コ
焼
喰
い
だ
っ
た
と
思
う
。

お
好
み
焼
屋
も
気
に
入
り
の
店
し
か
行
か
な
い
。
と
は

い
っ
て
も
、
子
供
の
こ
と
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
店
の

暖
簾
を
く
ぐ
る
訳
で
は
な
く
、
こ
れ
も
屋
台
の
お
好
み
焼

屋
の
話
し
で
、
母
か
ら
は
「
衛
生
に
悪
い
か
ら
ダ
メ
」
と
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禁
じ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
お
好
み
焼
屋
の
お
じ
さ
ん
と
ぼ
く
は
大
層
仲
良
し

だ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
、
熊
の
顔
や
小
犬
の
形
に
焼

く
幼
稚
な
お
好
み
焼
な
ど
、
ぼ
く
は
食
べ
な
く
な
っ
た
。

「
汁
ぱ
い
焼
い
て
ち
ょ
う
だ
い
」

こ
れ
が
大
の
気
に
入
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
母
が
見
れ
ば
、
び
っ
く
り
仰
天
す
る

代
物
で
「
衛
生
に
悪
い
」
の
最
高
峰
と
云
っ
て
も
過
言
で

は
な
か
っ
た
。

汁
ぱ
い
と
い
う
名
称
か
ら
し
て
も
う
何
だ
か
怪
し
気
な

気
が
す
る
。

こ
の
作
り
方
と
食
べ
方
は
ち
ょ
っ
と
面
白
い
。
ま
ず
、
薄

く
小
さ
な
円
で
粉
を
焼
く
。
焼
け
た
と
こ
ろ
で
真
ん
中
か

ら
半
径
を
計
る
よ
う
に
し
て
こ
て
で
切
れ
目
を
入
れ
る
。

そ
れ
を
手
で
持
っ
て
、
く
る
り
と
丸
め
る
と
、
三
角
帽

子
が
で
き
る
。

そ
う
し
て
お
い
て
、
そ
の
中
に
又
、
メ
リ
ケ
ン
粉
の
溶

い
た
も
の
を
流
し
込
ん
で
、
三
角
帽
子
を
鉄
板
の
上
に
伏

せ
る
。
図
で
書
け
ば
、
鉄
板
の
上
に
メ
リ
ケ
ン
粉
で
焼
い

た
三
角
錐
が
ポ
ッ
ン
と
立
っ
て
い
て
底
の
部
分
だ
け
が
熱

で
焼
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
で
汁
ぱ
い
は
、
ほ
ぼ
出
来
上
っ
た
こ
と
に
な
る
け

れ
ど
、
後
は
ど
の
く
ら
い
帽
子
の
中
の
メ
リ
ケ
ン
粉
汁
に

火
を
通
す
か
が
こ
つ
で
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
、
お
じ
さ
ん

の
腕
の
見
せ
所
だ
っ
た
。

「
熱
い
で
、
気
ィ
つ
け
や
」

汁
ぱ
い
の
食
べ
方
は
三
角
帽
子
の
て
つ
ぺ
ん
を
、
ち
ょ

っ
と
千
切
っ
て
、
熱
く
な
っ
た
中
の
汁
を
吸
え
ば
い
い
。

要
す
る
に
、
多
少
は
火
が
通
っ
た
こ
と
に
な
る
け
れ
ど

生
煮
え
の
メ
リ
ケ
ン
コ
汁
を
食
す
る
訳
で
、
旨
い
も
の
で

あ
っ
た
け
れ
ど
、
子
供
の
お
腹
に
は
い
い
と
は
思
え
な
か

っ
た
。そ

の
他
に
は
、
キ
ッ
ネ
ウ
ド
ン
に
目
が
な
か
っ
た
。

タ
ヌ
キ
ウ
ド
ン
で
も
オ
カ
メ
ウ
ド
ン
で
も
な
く
、
キ
ッ

ネ
ウ
ド
ン
が
好
き
だ
っ
た
。

母
か
ら
ノ
ー
ト
を
買
う
と
い
っ
て
お
金
を
貰
っ
て
は
キ

ッ
ネ
ウ
ド
ン
を
食
べ
た
。

父
か
ら
教
科
書
代
だ
と
い
っ
て
貰
っ
た
お
金
も
キ
ッ
ネ

ウ
ド
ン
代
に
し
て
し
ま
っ
た
。

あ
る
時
は
一
生
の
想
い
出
の
卒
業
記
念
写
真
代
ま
で
も

キ
ッ
ネ
ウ
ド
ン
に
し
て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
春
、
三
十
年
振
り
の
同
窓
会
が
三
宮
近
く
の
ウ
ド

ン
屋
の
三
階
で
あ
っ
た
。
中
に
は
三
十
年
間
一
度
も
会
わ

な
か
っ
た
同
級
生
も
い
た
。

卓
に
は
大
鍋
で
ウ
ド
ン
す
き
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。
そ

う
い
え
ば
、
神
戸
の
ウ
ド
ン
に
も
三
十
年
近
く
会
っ
て
い

な
か
っ
た
。
た
っ
た
二
時
間
、
同
窓
会
の
た
め
に
だ
け
新

幹
線
で
駆
け
つ
け
た
慌
だ
し
い
時
間
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、

幼
な
馴
染
み
と
顔
を
合
せ
た
こ
と
や
、
懐
か
し
い
ウ
ド
ン

を
味
わ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
今
、
机
に
そ
の
時

の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が
何
枚
か
あ
る
。

そ
こ
に
写
っ
て
い
る
大
鍋
に
も
ウ
ド
ン
の
顔
が
チ
ラ
リ

と
見
え
る
。

近
々
母
を
連
れ
て
神
戸
へ
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
ウ
ド
ン
屋
へ
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

母
は
も
う
七
十
五
才
に
な
る
。

神
戸
を
離
れ
て
、
か
れ
こ
れ
三
十
数
年
経
つ
。

ど
ん
な
顔
で
駅
に
立
つ
か
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

１
３７
１

八
著
者
紹
介
Ｖ

ひ
が
し
く
ん
ぺ
い
／
１
９
４
０
年
、
神
戸
生
ま
れ
。

イ
ラ
ス
ト
、
絵
本
、
童
話
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
中
。

金
の
星
社
、
あ
か
ね
書
房
等
よ
り
多
数
の
児
童
書
を
発
行
し

て
い
る
。
塵
扉
都
中
野
区
在
住
。
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一三

＝一

、一声

実験交流サロン

シアターーー｡ ポシェット
１１月３／４日劇団ＥＴＣ｢ 星の時間」( 作・別役実）

３日６時７時４日２時３時
１８日名曲サロンコンサート“チャリティ，，

釜田信子門下生２時～４時
１７日ピアノ弾き語りコンサート

安藤義則門下生
２２～2 5 日三島由起夫の文学と人生話と展示会

講師ルイス・カナリス先生
２９日秋の芸術祭参加「親子むすび」上映会

２時～３時

(〒6 5 8）神戸市東灘区住吉南町１丁目１０－１
本社盃(078)８２２－１７００(代）
芦屋営業所盃(0797)23-6710

ヱー皇看ノ〃, 排どス

稲",!‘ん‘んんKOBEl また帰る日を願って
あなたの青春を
はこびます

川

3８

族 ~ 坐舎七 L ､
附州胴

【梱包便】電化製品、家具類、
美術品、骨董品（ｆ
応じます。但し地土 ☆シアター利用のご案内

●曜日、時間／土、、暇ロ（通常）ＡＭ１０: 0 0 ～P ､ Ｍ８: ００
●費用／ホール設備の使剛無料。光熱、空調、符理費のみ実費
･ 付帯股億／グランドピーノ・ノ・エレクトーン・録音、音拝機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
●お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入、
〒６５O 神戸市中央区夏富町１丁目５－I 住友銀行ビル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進・壷３３１－６３０２～３

蕊 障
一
」

Ｌ■＝

《

浜

小さな引越受付中
２４時間営業／年中無休

家具類、エレクトーン、自転車等
董品（どんなワレ物でも御相談に
但し地域限定）
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アミ族の村、東輿村でのイリシン祭

な
く
、
粟
収
稜
終
了
後
行
わ
れ
る
台
湾

本
島
人
の
正
月
行
事
と
集
合
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
イ
リ
シ
ン
祭

は
、
各
村
あ
る
い
は
教
会
を
中
心
に
、

一
’
七
日
間
催
さ
れ
る
。
簡
略
化
さ
れ

て
は
い
る
が
、
そ
の
中
心
イ
ベ
ン
ト

は
、
夜
を
徹
し
て
行
な
わ
れ
る
唄
と
踊

り
で
あ
る
。
村
の
男
女
が
正
装
し
て
円

陣
を
組
み
、
右
足
を
基
調
に
左
足
で
変

化
を
つ
け
る
単
調
な
踊
り
、
「
オ
イ
ャ

ハ
ー
エ
イ
ヤ
ハ
ー
」
の
掛
け
声
を
主
と

す
る
唄
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
こ
れ
が

腕
々
と
続
け
ら
れ
る
の
は
、
老
年
組
の

若
者
組
に
対
す
る
し
ご
き
Ｉ
た
と
え
ば

平
常
の
反
抗
や
怠
惰
、
踊
り
を
休
む
、

踊
り
方
が
悪
い
こ
と
に
対
し
て
木
で
た

た
く
ｌ
と
、
一
方
で
は
恋
の
か
け
ひ
き

の
場
（
今
は
む
し
ろ
公
表
の
場
に
な
る

こ
と
が
多
い
）
と
し
て
の
意
味
を
も
持

っ
て
い
る
。
そ
の
唄
は
、
主
導
す
る
唄

の
上
手
が
い
て
、
そ
れ
に
唱
和
す
る
形

で
進
め
ら
れ
る
。
一
般
に
高
山
族
の
人

々
は
唄
に
巧
み
な
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

る
が
、
殊
に
収
種
を
終
え
新
し
い
年
を

迎
え
る
祭
の
場
で
の
唄
声
は
格
別
で
あ

る
。
同
じ
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
の
繰
り
返

し
が
、
あ
る
時
は
哀
調
を
帯
び
、
あ
る

時
は
歓
喜
の
響
き
を
も
つ
。

台
湾
高
山
族
の
ア
ミ
族
の
村
々
で

は
、
八
月
中
頃
に
祭
が
行
な
わ
れ
る
。

今
は
、
全
村
統
一
の
祭
日
を
定
め
、
月

見
祭
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
が
多
い
が
、

古
い
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
イ
リ
シ

ン
」
又
は
「
ミ
リ
シ
ン
」
の
祭
は
正
月

祭
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
粟
の
播
種
祭
．

収
稜
祭
と
並
ぶ
大
祭
と
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
粟
収
稜
（
今
は
稲
）
を
終
え
、

農
暦
の
新
年
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
、
彼
ら
本
来
の
祭
で
は

八
そ
の
蛇
Ｖ

台
湾
ア
ミ
族
に
み
る

共
感
の
場
と
し
て
の
祭

磯
千
秋
八
武
庫
川
女
子
大
学
講
師
Ｖ

１
３９
１

こ
こ
で
想
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
日

本
の
古
代
に
お
け
る
歌
垣
あ
る
い
は
耀

歌
（
か
が
い
）
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
常

陸
風
土
記
」
筑
波
郡
の
記
事
に
よ
れ
ば

「
春
花
開
時
、
秋
葉
黄
節
」
、
つ
ま
り

春
の
豊
作
祈
願
、
秋
の
収
穫
感
謝
の
祭

に
付
随
し
た
行
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ

の
折
、
耀
歌
が
「
か
け
。
あ
ひ
」
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
に
、
男
女
の
か
け
あ
い

で
歌
の
や
り
と
り
が
行
な
わ
れ
た
。
「
住

や
つ
こ

圭
口
の
小
田
を
刈
ら
す
子
奴
か
も
無
き
、

み
た
め
わ
た
く
し
臆

奴
あ
れ
ど
妹
が
御
為
と
私
田
刈
」
（
「
万

葉
集
」
巻
七
、
旋
頭
歌
）
の
よ
う
な
歌

が
、
労
働
の
場
を
背
景
に
や
り
と
り
さ

れ
た
で
あ
ろ
う
。

目
を
転
じ
る
と
、
沖
細
に
か
つ
て
存

め
そ

在
し
た
「
も
う
遊
び
」
、
奄
美
大
島
の

お
ん
め

「
折
目
踊
り
」
「
田
植
唄
」
な
ど
に
み

ら
れ
る
男
女
の
か
け
あ
い
唄
、
更
に
、

中
国
雲
南
省
や
チ
ベ
ッ
ト
の
一
部
に
行

な
わ
れ
る
か
け
あ
い
な
ど
、
歌
垣
と
同

じ
よ
う
な
「
唄
の
場
」
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

歌
、
民
謡
と
は
、
本
来
労
働
や
祭
儀

の
場
に
お
い
て
、
か
け
あ
う
形
式
と
し

て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
そ
の
場
の
人
々
の
共
感
か
ら
生

ま
れ
た
詠
嘆
で
あ
る
。

秋
祭
が
各
地
で
行
わ
れ
る
季
節
に
な

っ
た
。
地
方
の
、
神
社
を
中
心
と
す
る

小
規
模
な
村
祭
に
は
、
村
の
歴
史
や
生

業
か
ら
生
ま
れ
る
共
感
が
あ
ろ
う
。
一

方
、
都
市
で
華
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
祭
は
、
参
加
す
る
人
々
、
見
る
人
々

の
ど
の
よ
う
な
共
感
に
支
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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